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説明分散 4．525 3。288 7．814
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Table　3　2因子の項露内容
銅子1 園子ll
皮欝上から病気を治療
心霊現象は実際にある
透視術を使える入問
偶然でない一致ヒ瑠来事
「スプーン曲げ」能力
予言巻が来来を当てた
本物の超能力もある
空飛ぶ円盤は実在する
空中浮遊を行える者
勝負の最後は精神力に
霊の実在は証明された
私には潜在能力がある
祈りは天候にも影響
私の予想や予感当たる
死の脅威に何倍もの力
異次元空間は実在する
死後残る魂エネルギー一
サイコロに精神集中
1　　0．711　：　　　0．213
：　　0．696　1　　　　0．124
：　0．645　1　　0，144
1　　0．562　1　　　　0．199
1　　0．556　1　　　　0、052
1　　0．551　：　　－0．131
：　　0．530　｝　　　　0．419
1　　0．499　；　　　0。142
｝　　0．畦78　1　　　　0．242
1　0．468　1　　0．011
：　　0．456　1　　　　0．048
－
0，250　　　｝　　0．614　：
　0．213　　　；　　0，565　1
－
0．257　　　：　　0．565　1
　0．038　　1　0．551　1
　0．320　　　：　　0．530　：
　0．268　　　；　　0．525　：
　0，109　　　1　　0．499　：
王IL結果および考察
　共通性の初期値を1とし、主成分分析により因子を抽出した。結果、累積説明率を50％あた
りまでとすると、5因子までで48％となる。しかしその場合、慰子負荷量の基準を10．451
と設定しても因子IIに3項目、閃子IIIには2項臼、悶子Wには0項懲、照子Vには1項欝1となり、
きわめて少数の項醗しか含まれない。なるべく多くの項臼を含む困子を抽出するため、2霞子解
としたが、そのため累積説明率は28．94％にしかならなかった。バリマクス回転後の困子負
荷董をTable　2に示す。　Table　3は2因子それぞれの因子負荷最の大きい順にまとめたもので
ある。
　まず閃子1に含まれる11項欝をみると、超能力に関係する内容が中核となっているようであ
る。っまり、皮膚上からの治療、透視術、スプーン曲げ、予書者、空中浮遊、偶然でない…致な
どのいわば典型的な超能力現象が集まっており、「本物の超能力もある」も入っている。また
「心霊現象は実際にある」「霊の実在は証明された」など心霊現象を肯定する項臼も属している。
大槻（1993）は超常現象を2っに大胴し、1っは誘導型超常現象（超能力者、霊能力者による）
で、1っは自発的超常現象（自然に起こる）であり、空飛ぶ門盤はこれに該当する。照子1はま
さに超常現象と認められる項臼によって構成されている。よって園子王を「顕在的超常現象」の
因子としたい。
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　因子1が大学生一一般の能力とはかけ離れた次元の特翔な現象や能力を表していたのに対し、凶
子IIは個人との関わりの強い、僧人を取り巻くような内容の項臼が中心になっている。例えば
「私には潜在能力がある」や「私の予想や予感嶺たる」といった項目はlfl分霞身にっいて述べら
れている。また人聞の精神が天候やサイコWに物理的影響を及ぼすとか、死の脅威に画面して侮’
倍もの力を発揮するなどの項巨1は、特殊な人の特別な能力というよりも、霞分をも含めた一般の
人々の籍常的レベルでの出来事として捉えられている。そしてそうした人々の往む世界は「異次
元空間は実准する」蹴界であり、「死後残る魂エネルギー」の駐界であるが、しかし日常自分た
ちが住む世界なのである。
　因，Y－　llは、困子王の顕著な超常現象とは舛称的に、　IS分や露分の身辺、周囲に潜む臼立たない
ような非常に希薄な超常現象とみることができる。そこで閃子11を「潜在酌超常現象」の閃子と
命名したい。
　大学生の超常現象のとらえ方をこうした観点から考えると、磨分の住む世界は不慰議や神秘が
根底に、潜在的に、普遍的に満ちていて、ときおりそれらの微細な表れに遭遇したり体験したり
するが、それは異常な世界でなく日常の世界である。そして世の中にはそうした不思議な能力を
想像を絶するほど強く持っ人々が存在し、特に著しく目立って表れる現象もある。ただしそれら
の能力や現象は自分たちとは溺次元の、真似のLLt来ないものであるという二重構造をもっものと
推察される。
Study　III大学生の超常現象志向とエゴグラムにおける自我状態との関連
1．臼的
　超常現象を儒じやすい人はどんな性格かについて、菊池（1997）によってまとめられたこれま
での研究によると、権威主義的人格で自我の力の弱い鰯人は、個人の統欄を離れた外部のカとし
ての権威や超虜然力を頼りにする結果、超常現象を無撹判に信じやすい。また社会的に内向的な
人は超能力、神秘現象を信じ、外向的な人は占い類を僑じやすいことが報告されている。ここで
はエゴグラムの5っの自我状態との関連からアブu一チを試みる。
II．方法
　対象は大阪府下の4年生私立大学の1年生男子67名である。上記1、IIの研究で使用した
34項痴からなる超常現象質問紙と、TEG（東大式エゴグラム）をそれぞれ講義時間中に集団
で施行した。
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Table　4超常現象の容認とエゴグラム（5つの自我状態）との関連
Critical
Parent
Nurturing
Parent
Adult Free
Child
Adapted
Chlld
high　IOW　　high　IOW　　high　IOW
　　　　　　多　　17　　19
YES國讐
　　　　　　少　　13　　18
　　　　　　　　×2・＝0．188
24　　12　　　　20　　16
12　　　19　　　　　　17　　　14
Z2＝＝5．237＊　　　　X2．：0．003
high　lOW
22　　14
13　　18
×2．．2．455
high　low
20　　16
13　　18
Z2＝1．236
Nopa答
high　｝ow　　　high　low　　　high　玉ow
多　　15　　21
少　　15　　16
　　×2＝＝0．304
16　　　20　　　　　　17　　　19
20　　　　玉1　　　　　　20　　　　11
×2．．2．699　　　　　7u2．．2，0王5
high　10w
王4　　22
21　　10
×2罵5．558＊
high　low
l5　　21
18　　13
×2＝1．792
high　low　　　high　low　　　high　low
超常現象　　　　　　　多　　　　15　　　18
容認スコア　　少　　15　　19
　　　　　　　　　Z2＝＝0．012
22　　　11　　　　　　19　　　14
14　　　20　　　　　　i8　　　16
×2罵4．376＊　　　　X2＝＝0．145
high　｝OW
22　　11
13　　21
×2nc・5．426＊
high　low
19　　14
14　　20
Z　2・　・1．802
＊P．＜05
III．結果と考察
　超常現象質悶紙の肯定團答、否定回答それぞれの回答数をほぼ中央値で2群に分割した。容認
スコアについても同様に分割した。エゴグラムの5っの自我状態にっいても、得点の高低により
high群、10w群に分けて、　Table　4に示したように2x2に分割された各マスに該当する人数を
求めた。
　x2検定を行ったところ、有意差が認められたのは、超常現象肯定とNP（Nurturing
Parent）、超常現象否定とFC（Free　Child），それに容認スコアと飛PおよびFCの4っに
っいてである。
　まず、NPと超常現象肯定との関連から考察する。　NPは養育的・揖親的な親の自我状態であ
り、他者に対して受容的、保護的、隣情的で、相手への思いやりが強いとされる。思いやりには、
樵手が眼前にいなくても、相手のことを気にかけて心配したり、幸運を願ったり祈ったりする心
清も含まれよう。直接的な思いやり行動だけでなく、NPの高い人は精神的にも相手に働きかけ
ており、酉に見えない自分の気持ちも相手に通じて、よい影響を与えるとの信念を持ちやすいと
思われる。こうした精神的影響力を儒じる傾向が、超常現象を信じることと結びっいたものと解
釈される。
　っぎにFCは、親・社会の統制的な影響を受けていない、快を求め天真燭漫にふるまう自由奔
放な子どもの爵我状態である。直観的な感覚や創造的特性を豊かに持っているとされる。何事も
感覚的に処理し感情的判断をしやすいFCは、慎重に吟味、幾判する傾向が少ないため、現実性
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の曖瞭な超常現象であってもそれらを否定しなかったと考えられる。容認スコアとNP，　FCと
にみられた有意な関係はさきの解釈と一貫しており、それらを支持、確認するものである。
　なお有意差の認められなかったCP（Critical　Parent）、　A（Adult）、　A　C（Adapted　Child）
にっいてもあわせて検討を撫えたい。CPは批判的・父親的な親の自我状態とされ、超常現象に
拒絶的な態度を示すことも予想されたが、関連はまったく認められなかった。CPの厳しさは社
会秩序の維持や倫理・道徳などの側瀬に限定された厳格さであって、超常現象が法や道徳に反し
ない限りは、その容認や否認とは無関係のようである。このことは保守的で非常に真面Nな人で
あるからといって超常現象を信じないわけではないことも意味している。
　’Aは冷静に事実に基づいて物纂を判断しようとする大人の自我状態とされている。超常現象の
容認・否認とは有意な関係が認められなかったことは、超常現象に対する判断は日常生活i二の、
あるいは学開上の判断のように通例的、論理的に行われるのでなく、それらとは溺の領域の19jmp
として、あるいはまた感情的な問題として判断されやすいのではないかということを示竣してい
る。この結果からすれば、いわゆる科学者であるからといって超常現象に否定的であるとは限ら
ないといえる。
　ACは周囲の期待や命令に過剃ぎみに反応して、自分の主体性を抑えて欲求不満を生じやすい
という順応した子どもの自我状態とされている。松井ら（1994）が高校生を鮒象とした調壱では、
学校によく適応している子ほど神秘現象を疑うことなく素直に信じるとの結果が得られている。
本研究とは対象の年齢や扱った現象の内容も異なっているため単純に比較はできない。ACの高
い群のほうが肯定的な傾向にあるようにみられるが、有意差には至らず断定的な結果ではない。
むしろ、ACの高い人は周囲の期待や社会的望ましさに従って「よい子」になろうとするために、
超常現象を親や教師の認めない現象として否定するほうが望ましいという態度をとることも予想
される。超常現象とパーソナリティとの関係の調査1はその発達・形成段階からの調査が今後璽要
になるであろう。
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